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9 根・茎のつくりとはたらき 2 章

生物の体のつくりとはたらき

　　根・茎
くき

のつくりとはたらき
⑴ 根のつくりとはたらき　植物の根は水を吸収
したり、体を支えたりしている。
①�根毛　根の先

せん

端
たん

近くに多く生えている、細い
毛のようなもの。根毛があることで、根が土
の粒

つぶ

の間に入りこみやすい。また、根の表面
積が大きくなり、効率よく水や水に溶

と

けてい
る肥料分を吸収できる。

②�道管　根から吸収した水や肥料分が通る管。
③�師管　葉でつくられたデンプンなどの養分が、
水に溶けやすい物質に変わって運ばれる管。

⑵ 茎のつくりとはたらき　道管と師管が集まっ
て束になった維

い

管
かん

束
そく

が通っている。茎には、葉
を日光が当たる高い位置で支えるはたらきがある。
①維管束　茎の中心側には道管が、表皮側には師管が集まっている。
②維管束の並び方　ホウセンカ（双

そう

子
し

葉
よう

類
るい

）のように輪のように並んでいるものと、トウモロ
コシ（単子葉類）のように全体に散らばっているものとがある。

　　蒸散
⑴ 吸水　植物が水を吸い上げること。おもに根から行われる。
⑵ 蒸散　植物の体から、水が水蒸
気となって出ていく現象。おもに
葉の表皮にある気

き

孔
こう

で行われる。
〇蒸散がおもな原動力となって根
からの吸水がさかんになり、水
と肥料分が植物の体全体にいき
わたるようになる。

1

2

▼２　茎のつくり ２２

ホウセンカ（双子葉類） トウモロコシ（単子葉類）

★葉脈は網状脈、根は主根と側根。 ★葉脈は平行脈、根はひげ根。

表皮表皮

維管束
輪のよう
に並んで
いる。

維管束
全体に散
らばって
いる。

師管 道管師管道管

師管

道管

師管

道管

もうじょうみゃく

ポリエチレンの袋
根から吸い上げ
た水が葉の気孔
から水蒸気とな
って出ていき、
袋に水滴として
つき、集まった。

すいてき

袋の中が
くもり、
水がたま
る。

▼３　袋
ふくろ

をかぶせた植物の葉

ハツカダイコンの根毛 　横断面

道管の束と師管の束が、
交互に並んでいる。
こう ご

師管

道管

道管師管

根毛

根毛

  水や
  肥料分

▼１　根のつくり 11

映像
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⑶ 葉の気孔の分布　気孔
の数は、ふつう葉の表側
よりも裏側のほうが多い
ため、蒸散は葉の表側よ
りも裏側でさかんに行わ
れる。

⑷ 蒸散量　多くの植物は、
光が当たると気孔が開く。
蒸散量は、昼は夜よりも多く、晴れた日は雨の日よりも多い。

　開いたとき

気孔 孔辺細胞

孔辺細胞

水蒸気

　閉じたとき

気孔

こうへんさいぼう

▼４　蒸散のようす ３３ 　　 気孔の開閉　孔
辺細胞は内側の細胞壁

へき

が外側よりも厚く、水
の出入りにより変形す
る。孔辺細胞に水が入
ると、外側に向かって
細胞がふくらんでバナ
ナ形になり、気孔が開
く。一方、孔辺細胞か
ら水が出ていくと、細
胞がもとの形に戻

もど

り、
気孔が閉じる。

高1

　葉の表側からの蒸散量
AーB
＝（葉の表側＋葉の裏側＋茎）－（葉の裏側＋茎）
＝3.2cm3－2.8cm3＝0.4cm3

　葉の裏側からの蒸散量
AーC
＝（葉の表側＋葉の裏側＋茎）－（葉の表側＋茎）
＝3.2cm3－0.6cm3＝2.6cm3

水の減少量

A 3.2cm3

B 2.8cm3

C 0.6cm3

油

葉はそのまま 葉の表側にワ
セリンをぬる。

葉の裏側にワ
セリンをぬる。

水

A B C

葉の表側＋
葉の裏側＋茎
から蒸散

葉の裏側＋茎
から蒸散

葉の表側＋茎
から蒸散

ワセリンをぬ
ると、気孔が
ふさがれる。

　水面に油を
たらすのは、
水面からの水
の蒸発を防ぐ
ため。

１時間後
の水の減
少量を調
べる。

蒸散量…裏側＞表側

道管に空気が
入らないよう
に、茎は水中
で切る。

水蒸気

結果重要実験 葉の表と裏での蒸散量のちがい ④

　　根・茎・葉のつながり
⑴ 維管束　根から茎、葉（葉
脈）へとつながっている。
⑵ 水の移動　根から吸収し
た水の多くは道管を通って
葉まで運ばれ、蒸散によっ
て気孔から水蒸気となって
大気中に出される。
⑶ 養分の移動　光合成でつ
くられたデンプンは、水に
溶けやすい物質に変わり、
師管を通って体全体の細胞
に運ばれる。
○養分は呼吸や成長に使わ
れ、一部は果実や種子、
根や茎にたくわえられる。

3

水や
肥料分

体を支え
る。

根・茎

日光

酸素
二酸化
炭素

水蒸気

道管
師管

果実・種子

蒸散

光合成

呼吸

花

葉
茎

根

養分をた
くわえる。

養分をた
くわえる。

葉緑体
デンプン

二酸化
炭素

気孔

酸素

葉緑体
デンプン

二酸化
炭素

気孔

酸素

▼５　植物の体における物質の移動 　　 水が上
じょう

昇
しょう

するし
くみ　植物の道管内の
水は、水の集まろうと
する力（凝

ぎょう

集
しゅう

力
りょく

）によっ
て、根から葉までつな
がっている。そのため、
葉で蒸散が起こると水
を引き上げる力がはた
らき、根での水の吸収
がさかんになり、水を
押
お

し上げる力（根圧）が
はたらく。このように、
水は、蒸散と根圧によ
って道管内を上昇する
と考えられている。
　植物の茎を切るとき
は、水中で切ると道管
に空気が入らず、水の
つながりがとぎれるの
を防ぐことができる。

発発
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基本問題
　　根・茎

くき

のつくりとはたらき　□⑴　根の先
せん

端
たん

近くに多く生えている、細い毛のようなもの
を何というか。� （ ）

□⑵　根から吸収した水や水に溶
と

けている肥料分が通る管を何というか。�（ ）
□⑶　葉でつくられた養分が運ばれる管を何というか。 （ ）
□⑷　道管と師管が束のように集まっている部分を何というか。 （ ）
□⑸　図のホウセンカとトウモロコシの茎で、Ａ〜Ｊの部分を何というか。

　　蒸散　□⑴　植物の体から、水が水蒸気となって出ていく現象を何というか。
（ ）

□⑵　蒸散がさかんに行われるのは、ふつう葉の表側と裏側のどちらか。�（ ）
□⑶　蒸散の量は、孔

こう

辺
へん

細
さい

胞
ぼう

による何の開閉によって調節されるか。� （ ）
□⑷　蒸散の量が多いのは、昼、夜のどちらか。 （ ）
　　根・茎・葉のつながり　⑴　図は、植物の維

い

管
かん

束
そく

のつながりを示したものである。
□①�　図のａ、ｂの管をそれぞれ何
というか。

□②�　図のｃ〜ｅにあてはまる気体
はそれぞれ何か。

⑵ 次の①、②の文の空
くう

欄
らん

にあては
まることばは何か。
□①�　根から吸収した水の多くは、
（　　　�　�）を通って葉まで運
ばれ、�（　　　　　）から水蒸気
となって空気中に出される。

□②�　光合成でつくられた養分は、
（　　　　　）に溶けやすい物質
に変わり、（ ）を通って体全体の細胞に運ばれる。体全体に運ばれた養分は、
呼吸や（ ）に使われたり、果実・（ ）・根・茎などにたくわえられた
りする。

1

2

3

ホウセンカ トウモロコシ

表皮表皮

D[　　　　　　〕A[　　　　　　〕 J[ 〕F[ 〕

E[ 〕

B[ 〕 C[ 〕 H[ 〕 I[ 〕

G[ 〕

c〔 〕

d〔 〕
e〔 〕

水や
肥料分

日光

酸素二酸化炭素

蒸散
光合成

呼吸

葉 茎

根

a

b

き こう

葉緑体
デンプン

気孔
葉緑体

デンプン

気孔
き こう
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1 根・茎のつくりとはたらき　ある植物について、根と茎のつくり
を調べた。図１は根、図２は茎のつくりをそれぞれ模式的に表した
ものである。あとの問いに答えなさい。

⑴ 図１のＡは、根の先端近くに多数生えている細かい毛のような
ものである。Ａを何というか。

⑵ 多数の⑴があることは、植物にとってどのような利点があるか。
「表面積」ということばを使って簡単に答えなさい。
⑶ 図２のＢの部分を何というか。
⑷ 葉でつくられた養分が水に溶けやすい物質になって運ばれる管
はどれか。図１、２のａ〜ｄから２つ選び、記号で答えなさい。

2 ホウセンカの体のつくり　次の観察について、あとの問いに答えなさい。
〔観察１〕　ホウセンカの葉の表皮をうすく
はいで、顕

けん

微
び

鏡
きょう

で観察した。図１は、こ
のときのスケッチである。

〔観察２〕　図２のように、食
しょく

紅
べに

で着色した
水にホウセンカの茎をさし、少量の油を
注いで放置した。３時間後に観察すると、水面は下がっていた。次に、ホウセンカの茎を
とり出してうすく切り、断面を顕微鏡で観察したところ、茎の一部分が赤く染まっていた。

⑴　観察２で水面が下がったのは、ホウセンカの気孔から、水が大
気中に出ていったためである。
① 気孔から水が大気中に出ていく現象を何というか。
② 図１で、気孔はどこか。黒くぬりつぶして示しなさい。
⑵ 図３は、２種類の植物の
茎の断面を模式的に表した
ものである。
① 観察２で観察した断面
は、Ａ、Ｂのどちらか。記号で答えなさい。

② ①の断面で、赤く染まった部分を、すべて黒くぬりつぶして
示しなさい。

1の答え

⑴

⑵

⑶

⑷

2の答え

⑴①

② 図１にかく。

⑵①

② 図３にかく。

図１ 図２ 

A 

B a b 

表皮
c 

d 

表皮

練習問題

図３ A B

図１ 図２

食紅で着
色した水

油
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3 蒸散の確
かく

認
にん

　図のように、
ある植物の葉を表側と裏側か
ら、半球状の透

とう

明
めい

な同じ容器
ではさんだ。１時間後に観察
すると、表側の容器はほとんど変化していなかったが、裏側の容器
は内側がくもり、液体がついていた。次の問いに答えなさい。
⑴ 容器についた液体は何か。
⑵ 下線部のようになったことから、気

き

孔
こう

は、葉の表側と裏側のど
ちらに多いことがわかるか。

4 蒸散が行われる部分　次の実験について、あ
との問いに答えなさい。
〔実験〕　 1　アサガオのつるを、３本用意した。
2　３本のつるを、同じ量の水を入れたメス
シリンダーＡ〜Ｃにそれぞれさし、水面に
油を浮

う

かべた。
3　図のようにした装置を、明るく風通しの
よいところに数時間置き、それぞれの水の
減少量を調べた。

⑴ この実験で、メスシリンダーの水面に油を浮かべたのはなぜか。
簡単に答えなさい。
⑵ この実験の操作としてもっとも正しいものを、次のア〜エから
選び、記号で答えなさい。
ア それぞれのつるについている葉の枚数と大きさをそろえる。
イ アサガオは葉の色が変わったものを使う。
ウ メスシリンダーに入れる水を、赤インクで着色する。
エ 実験を行う前に、アサガオを暗いところに一晩置く。
⑶ 実験の結果、水の減少量は、ＡのメスシリンダーのほうがＢの
メスシリンダーよりも多かった。この植物は、葉の表側と裏側の
どちらからの蒸散量のほうが多いか。
⑷ ⑶の理由としてもっとも適当なものを、次のア〜エから選び、
記号で答えなさい。
ア 葉の表側よりも裏側のほうが、光合成がさかんだから。
イ 葉の裏側よりも表側のほうが、光合成がさかんだから。
ウ 葉の表側よりも裏側のほうが、気孔の数が多いから。
エ 葉の裏側よりも表側のほうが、気孔の数が多いから。

3の答え

⑴

⑵

4の答え

⑴

⑵

⑶

⑷

表側

裏側

葉
茎

半球状の透明な容器

くき

油

すべての葉の表側に
ワセリンをぬる。

すべての葉の裏側に
ワセリンをぬる。

どの葉にも処
理をしない。

A B C
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5 蒸散の量を調べる実験　次の実験について、あとの問いに答えなさい。ただし、実験にお
ける水の減少量は、すべて蒸散によるものとする。
〔実験〕　1　葉の枚数や大きさ・茎の太さがほぼ同じ、ある

植物の枝を４本切り、Ａ〜Ｄとした。
2　ガラス管にゴム管をつなぎ、水

すい

槽
そう

の水の中に沈
しず

めて管
内に水を入れたものを４つ用意した。そこへ、Ａ〜Ｄを
つないで図のような装置を４つつくった。

3　Ａには葉の表側に、Ｂには葉の裏側に、Ｃに
は葉の両面にそれぞれワセリンをぬり、Ｄはそのままにした。
１日後に水の減少量を調べたところ、表のような結果になった。

⑴ 実験の2で、ゴム管に茎をつなぐとき、注意しなければいけな
いことは何か。簡単に答えなさい。
⑵ Ａの水の減少量は、植物のどの部分からの蒸散量を表している
か。次のア〜オから選び、記号で答えなさい。
ア 葉の裏から イ 葉の表から ウ 葉の裏と茎から
エ 葉の表と茎から オ 葉の表と裏から
⑶ 葉の表側から蒸散した水の量は何cm3か。
⑷ Ｄの水の減少量（表の x）は、何cm3になると考えられるか。次
のア〜エから選び、記号で答えなさい。
ア 8.4 イ 9.9 ウ 11.4 エ 12.9

6 物質の移動　図は、ある植物を模式的
に表したもので、ＡとＢは師管または道
管を表している。次の問いに答えなさい。
⑴ 茎の師管はＡ（表皮側）、Ｂ（中心側）
のどちらか。記号で答えなさい。

⑵ 葉でつくられたデンプンは、どのよ
うにして体全体に運ばれるか。次のア
〜エから選び、記号で答えなさい。
ア デンプンのまま、師管を通って運ばれる。
イ デンプンのまま、道管を通って運ばれる。
ウ 水に溶

と

けやすい物質に変えられ、師管を通って運ばれる。
エ 水に溶けやすい物質に変えられ、道管を通って運ばれる。
⑶ 葉と根において、管Ａの中の物質は、おもにどちらの向きに移
動するか。図のａ〜ｄからそれぞれ選び、記号で答えなさい。
⑷ 根から吸収した水が管ＡとＢのどちらを通るかを調べるには、
どのような実験を行えばよいか。簡単に答えなさい。

6の答え

⑴

⑵

⑶葉

根

⑷

5の答え

⑴

⑵

⑶

⑷

水 

水 

ガラス管 

茎

ゴム管 

ゴム管で 
つなぐ。 

Ａ
８.５

Ｂ
２.９ 水の減少量〔cm3〕

Ｃ
１.５

D
x

花

葉
茎

根

A
Ba b

d
c

計算・作図の演習②P.115
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⑴　実験で、茎からの蒸散量は何cm3か。� （ ）
⑵　実験の結果から、トウモロコシの気

き

孔
こう

の数は、葉の表側と裏側のどちらに多いといえる
か。次のア～ウから選び、記号で答えなさい。� （ ）
ア 葉の表側 イ 葉の裏側 ウ ほとんど同じ

2 さまざまな植物の蒸散

〔実験〕　1　右の図のように、それぞれ葉の数や大
きさ、茎の太さなどがほぼ同じトウモロコシＡ～
Ｃを準備し、水100cm3が入ったメスシリンダーに
入れ、それぞれの水面を油でおおった。

2　Ａは葉の表側にワセリンをぬり、Ｂは葉の裏側に
ワセリンをぬった。Ｃにはワセリンをぬらなかった。
3　2のＡ～Ｃを明るく風通しのよいところに４時
間置いたあと、水の減少
量を調べた。

問　葉の表側と葉の裏側からの蒸散量は、それ�
ぞれ何cm3か。

油
水

油
水

油
水

ワセリンを
ぬらなかった。

葉の裏側に
ワセリンを
ぬった。

葉の表側に
ワセリンを
ぬった。

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ
水の減少量〔cm3〕 2.1 2.0 3.9

1 茎
くき

からの蒸散量

問　葉から出ていった水の体積は何cm3か。

⑴ 茎から大気中に出ていった水の体積は何cm3か。 （ ）
⑵ 葉から大気中に出ていった水の体積は、茎から出ていった水の体積の何倍か。四捨五入
して、小数第１位まで求めなさい。� （ ）

⑶ Ａの茎についている葉の表面積の合計は2250cm2であった。１時間に葉の表面積100�cm2

あたりから出ていった水の体積は何cm3か。� （ ）

解　Ａでは葉と茎から、Ｂでは茎から蒸散したので、
葉からの蒸散の量＝Ａの減少量−Ｂの減少量

　20.3cm3−2.3cm3＝18.0cm3

茎からの蒸散
　茎でも蒸散が行われる。蒸散が行われて水が出て
いった部分は、Ａは葉と茎、Ｂでは茎である。
Ｃは、水面から水が蒸発しないことを確かめるた
めのもの。1時間後の水の減少量が0だから、水
の減少はすべて植物からの蒸散によるといえる。

油

そのままさす。 葉を切りとり、
切り口にワセ
リンをぬる。

何もささない。

水
100cm3

A

油

水
100cm3

油

水
100cm3

B C

１時間後の水の減少量を調べる。

Ａ
２０.３

Ｂ
２.３ 水の減少量〔cm3〕

Ｃ
０

解　葉の表側…Ｃ−Ａ＝3.9cm3−2.1cm3＝1.8cm3

　　葉の裏側…Ｃ−Ｂ＝3.9cm3−2.0cm3＝1.9cm3

�Ａ…葉の裏側からの蒸散量＋茎からの蒸散量
　Ｂ…葉の表側からの蒸散量＋茎からの蒸散量
　Ｃ…�葉の表側からの蒸散量＋葉の裏側からの

蒸散量＋茎からの蒸散量

STEP演習
映像
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9　根・茎のつくりとはたらき
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　　植物の蒸散について調べるために、葉の枚数
や大きさ、枝の太さや長さがそろっている３本
のツバキを用意した。図のＡ～Ｃのように、そ
れぞれの枝を水が入った三角フラスコにさし、
水面からの水の蒸発を防ぐために、それぞれの
三角フラスコに少量の油を注いで水面をおおっ
たのち、ＢとＣの葉にワセリンをぬり、三角フ
ラスコを含

ふく

めた全体の質量を
測定した。３時間置いたのち、
再び全体の質量を測定した。
表は、その結果をまとめたも
のである。
　　１本のツバキの、葉以外の部分からの蒸散の量は何ｇか。表の値
を用いて計算せよ。� （愛媛）

ホウセンカとトウモロコシの蒸散について調べるために、次の実験を行った。�（奈良・改）
〔実験〕　葉の数と大きさ、茎の太さがほぼ同じ３本
のホウセンカＰ、Ｑ、Ｒと、葉の数と大きさ、茎
の太さがほぼ同じ３本のトウモロコシＸ、Ｙ、Ｚ
を用意した。Ｐ、Ｘは何も処理をせず、Ｑ、Ｙは
葉の表側に、Ｒ、Ｚは葉の裏側にワセリンをぬっ
た。次に、６本のメスシリンダーに同量の水を入
れて、Ｐ～Ｒを図１のように、Ｘ～Ｚを図２のよ
うに１本ずつさしたあと、水面からの水の蒸発を防ぐために、少量の油を注いだ。それぞれ全
体の質量を電子てんびんではかったあと、明るく風通しのよい場所に置いた。数時間後、それ
ぞれについて再び全体の質量
をはかり、水の減少量を調べ
た。表は、その結果をまとめ
たものである。
⑴ 実験の結果から、ホウセンカの葉の表側と裏側からの蒸散量の
合計は何ｇであると考えられるか。

⑵ 実験の結果をもとに考えると、ホウセンカとトウモロコシでは、
葉の表側と裏側のつくりにどのようなちがいがあるといえるか。
そのちがいについて、ホウセンカとトウモロコシの葉のつくりを
それぞれ示して、簡単に答えなさい。

1

Ａ Ｂ Ｃ

最初に測定した全体の質量〔ｇ〕 75.2 75.6 75.6

３時間後に測定した全体の質量〔ｇ〕 70.1 70.8 75.1

ホ
ウ
セ
ン
カ

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

油

水

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

油

水

図１ 図２

2

の答え1

活用問題
A

何も処理しな
い。

油
水

ツ
バ
キ 三

角
フ
ラ
ス
コ

B

すべての葉の
表側にワセリン
をぬる。

C

すべての葉の
裏側にワセリン
をぬる。

の答え2

⑴

⑵

ホウセンカ トウモロコシ

Ｐ Ｑ Ｒ Ｘ Ｙ Ｚ

水の減少量〔ｇ〕 5.4 3.9 1.7 4.2 2.3 2.1
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計算・作図の演習 ●②　生物の体のつくりとはたらき

1111 作図細
さい

胞
ぼう

のつくり　オオカナダモの葉の
細胞とヒトのほおの内側の粘

ねん

膜
まく

の細胞を、
それぞれ酢

さく

酸
さん

オルセイン液で染
せん

色
しょく

し、顕
けん

微
び

鏡
きょう

で観察した。図１、２は、このときのよ
うすを示したものである。酢酸オルセイン
液で赤く染まった部分をすべてぬりつぶし
なさい。

　

2222 作図光合成①　図のようなふの部分があ
るコリウスの葉の一部をアルミニウムはく
でおおい、コリウスの鉢

はち

を一晩暗室に置い
たあと、十分に光を当てた。この葉を熱湯
であたためたエタノールで脱

だっ

色
しょく

してヨウ素
液に浸

ひた

したとき、青
あお

紫
むらさき

色
いろ

に変化した部分を
すべてぬりつぶしなさい。

緑色の部分

アルミニウムはくで
おおった部分

ふの部分

図１

オオカナダモの葉の細胞
図２

ヒトのほおの内側の粘膜の細胞

3333 作図光合成②　オオカナダモの葉に十分
に光を当てたあと、葉を熱湯であたためた
エタノールで脱色してヨウ素液を１滴

てき

落と
し、顕微鏡で観察した。このとき、青紫色
になっていた部分はどこか。すべてぬりつ
ぶしなさい。

4444 作図根・茎
くき

・葉のつくり　図は、ホウセ
ンカを赤色の水につけ、しばらくしてから
根、葉、茎をうすく切って、断面を顕微鏡
で観察したときのそれぞれのようすである。
⑴ ホウセンカの根、葉、茎の断面で、赤
色に染まっていた部分をすべてぬりつぶ
しなさい。ただし、茎の断面はＡ、Ｂの
どちらかのみをぬりつぶすこと。
⑵ 図の葉の断面で、気

き

孔
こう

を表している部
分を〇で囲みなさい。
根の断面 葉の断面

茎の断面

A B
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5555 作図葉のつくり　図は、ツユクサの葉の表
面を双

そう

眼
がん

実体顕微鏡で観察したものである。
　　呼吸をするときに、気体が出入りする部
分をすべてぬりつぶしなさい。

6666 計算蒸散量の計算　葉の枚数と大きさが
ほぼ同じ植物の枝Ａ〜Ｄを用意し、図のよ
うな装置をつくった。これらの装置を風通
しのよい明るい場所に数時間置いて水の減
少量を調べたところ、表のようになった。

何もぬらない。

油

水

葉の裏側にワセリン
をぬる。

葉の表側にワセリン
をぬる。

植物の枝 A B C D

4.4 1.2 3.6 0.4水の減少量[mL]

A

葉をすべてとり、切り
口にワセリンをぬる。

油

水

B

油

水

C

油

水

D

⑴ 茎からの蒸散量は何mLか。
（ ）

⑵ 葉の裏側からの蒸散量は、葉の表側か
らの蒸散量の何倍か。�（ ）

7777 作図ヒトの心臓

　　図は、ヒトの心
臓の断面を表した
ものである。図で、
酸素を多く含

ふく

む血
液が流れている部
分をすべてぬりつ
ぶしなさい。

8888 作図血液の循
じゅん

環
かん

　　図は、ヒト
の血液が流れ
る経路を表し
たものである。
静
じょう

脈
みゃく

血が流れ
ている動脈を
ぬりつぶしな
さい。

9999 計算刺
し

激
げき

に対する反応　図１、２のよう
に、Ａさんがものさしを落とし、Ｂさんはも
のさしが落ちるのを見たらすぐにものさしを
つかんだ。この実験の結果を表にまとめた。

Aさん
Bさん

Bさん
ものさし ものさし

Aさん

回数
ものさしが落
ちた距離〔cm〕

きょ り

1

14.2

2

14.5

3

14.1

4

13.9

5

14.3

図１ 図２

　　Ｂさんがものさしが落ちたのを見てから、
ものさしをつかむまでにかかった時間は何
秒か。表の値

あたい

の平均を求め、下の対応目盛
りから答えなさい。� （　　　　　　）
　〈対応目盛り〉 ものさしが落ちた距離

ものさしをつかむまでにかかった時間
0.10 0.15 0.20〔秒〕

20〔cm〕15105

肺血
管

血
液
の
流
れ
る
向
き

心臓

肝臓

小腸

体の各部分

計算・作図の演習②
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1	 関係性・規則性　葉のつき方の規則性を調べるため
に、図１のように連続した８枚の葉を真上から観察し
た。茎

くき

から葉が出る位置に着目し、根に近い葉から順
に①～⑧のシールをはって真上から見ると、８枚の葉
（葉①～葉⑧）は、互

たが

いに重なり合わないようについて
いた。図２は、真上から観察したようすを模式的に表
したものである。（鳥取）
⑴ この植物の８枚の葉のつき方には、一定の規則性があることがわかった。葉⑤がついて
いると考えられる位置を、図２のア～エから選び、記号で答えなさい。� （　　　　）

⑵ 次の文は、この植物の葉のつき方の利点について、説明したものである。（　　）にあて
はまる適切な内容を答えなさい。�（ ）

2	 資料の利用　植物は光合成で必要となる二酸化炭素とともに大気汚お染せん物質も同時に吸収す
ることから、大気環

かん

境
きょう

の改善の目的で植物を植えることがある。植物の大気汚染物質の吸収
量は蒸散の量に比例することが確認されている。下の表は、植物Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの蒸散の量
を調べた実験の結果を示したものである。これより、葉の一定面積あたりで比べたとき、大
気汚染物質の吸収量がもっとも大きいと考えられる植物はＡ～Ｄのどれか。� （神奈川・改）

（ ）

3	 結果の推察　息をふきこんで緑色にしたBTB溶よう液えきと、同じ大き
さのオオカナダモを入れた試験管Ｘ、Ｙ、Ｚを用意した。図のよ
うに、Ｘはアルミニウムはくでおおい、Ｙは光を当て、ＺはＹよ
りも強い光を当てて、一定時間後のBTB溶液の色を調べて表にま
とめた。この実験におけるＸ、Ｙ、Ｚ内のオオカナダモの二酸化
炭素の吸収量と放出量の関係を表した模式図と
して適切なものを、次のア～エからそれぞれ選
び、記号で答えなさい。（群馬・改）� Ｘ（　　　　）　Ｙ（　　　　）　Ｚ（　　　　）

　１cm２あたりの蒸散の
量を計算して比べよう。

Support

ア

イ
ウ

エ
図２図１

①

②
③

④

　①と②、②と③の葉
の間の角度を考えよう。

Support

　明るい場所ほど光合成が
さかんに行われる。

Support

植物Ａ 植物Ｂ 植物Ｃ 植物Ｄ

実験に用いた葉の合計面積〔cm２〕 ２30 １２0 １00 70

１ 時間あたりの蒸散の量〔cm3〕 １１5 96 １50 １２6

試験管 Ｘ Ｙ Ｚ
一定時間後のBTB溶液の色 黄色 緑色 青色

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く

光

Ｙ
よ
り
も
強
い
光

X Y Z

オオカナダモ

ア

呼吸による二酸化炭素の放出量 光合成による二酸化炭素の吸収量

吸収量 放出量吸収量 放出量吸収量 放出量吸収量 放出量
イ ウ エ

　互いに重なり合わないように葉をつけることで、植物がより多くの（　　　）ため、
光合成がさかんに行われ、多くの養分をつくり出すことができる。

思 考 と 表 現

２章　生物の体のつくりとはたらき

映像
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思考と表現

4	 資料の利用　温度・光の強さと光合成のはたらきの関係について調べた。
〔実験〕　1　青色のBTB溶液に息をふきこんで緑色にした溶液を入れた試験管Ａ～Ｄを用

意し、同じ大きさのオオカナダモを入れて、ゴム栓
せん

をした。
　2　Ａ～Ｄを暗室に置き、Ａ、Ｂの水温を25℃に、Ｃ、Ｄの水温を15℃に保った。
　3　明るさを「強」「弱」の２段階に調節で
きるライトでＡ、Ｃには「強」の光を、Ｂ、
Ｄには「弱」の光を当てた。

　4　溶液の色の変化と発生した気
き

泡
ほう

の量を
調べ、表にまとめた。

　　実験結果を正しく述べた文を、次のア～エから選び、記号で答えなさい。�（　　　　）
ア 光の強さが同じとき、水温が高いほうが、溶液中
の二酸化炭素の量が多い。

イ 水温が同じとき、光の強さが強いほうが、溶液中の二酸化炭素が少ない。
ウ 溶液の色の変化は、水温だけが関係し、光の強さとは無関係である。
エ �溶液の色の変化は、光の強さだけが関係し、水温とは無関係である。

5	 結果の推察・実験方法　真ま央おさんは、メダカを捕つかまえて、家で飼育し
始めた。そして、右の図のように粒

つぶ

状のえさを与
あた

えていたとき、メダカ
がこのえさに近づくのを見て、どうやってえさを認識するのか疑問に思
い、調べてレポートにまとめて美

み

月
つき

さんに見せた。次に示したものは、
このレポートの一部である。（広島）
⑴ このレポート中の〔考察と結論〕の内
容が正しいとすると、〔方法と結果〕の
Ⅰ～Ⅲの中で、暗室で行っても結果が
同じになると考えられるものはどれか。
すべて選び、記号で答えなさい。

（ ）
⑵ このレポートを見た美月さんは、〔考
察と結論〕のうち、メダカがえさを嗅

きゅう

覚
かく

でも認識することは、この〔方法と
結果〕からでは判断できないことに気
づいた。そして、このことを判断する
ためには、追加の実験が必要であると
真央さんに助言した。追加の実験としてどのような方法が考えられるか。その方法と、そ
の方法を行ったときの結果を簡単に書きなさい。

　方法（� ）
　結果（� ）

えさ

メダカ

　調べたいこと以外の条件をす
べて同じにした対照実験を行う
必要がある。

Support

　溶液の色の変化に着目し、気泡
はどの場合に多いか考えよう。

Support

試験管 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

水温〔℃〕 25 25 15 15

光の強さ 強 弱 強 弱

溶液の色 青 うすい青 うすい青 緑

気泡の量 多 少 少 ほとんどなし

〔方法と結果〕
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

方
法　えさをラップ

フィルムに包ん
で水面に落とし
た。

　えさの入って
いないラップフ
ィルムを水面に
落とした。

　えさをすりつぶ
して水に溶かし 
た無色透

とう

明
めい

な液
体をスポイトで
水面に落とした。

結
果

　ラップフィル
ムに近づいてき
た。

　ラップフィル
ムに近づいてこ
なかった。

　液体を落とし
たあたりに近づ
いてきた。

〔考察と結論〕
　〔方法と結果〕のⅠ〜Ⅲより、メダカが、えさを見て
近づくことと、えさのにおいを感じて近づくことがわ
かった。したがって、メダカは、えさを視覚でも嗅覚
でも認識すると考えられる。

えさ

ラップフィルム ラップフィルム えさを溶か
した液体
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生物 180

1 細
さい

胞
ぼう

分
ぶん

裂
れつ

のようすを調べるため、次の観察を行った。あとの問いに答えなさい。
〔観察〕　タマネギの根を先

せん

端
たん

から５mmほど切りとり、スライドガラスにとって㋐柄
え

つき針
で細かくくずし、㋑うすい塩酸を１滴

てき

落としてから数分間おいた。ろ紙でうすい塩酸を吸
いとり、㋒酢

さく

酸
さん

オルセイン液を１滴落とした。数分後にカバーガラスをかけ、㋓ろ紙でお
おった上から、指で根を押

お

しつぶした。図１は、完成したプレパラートを顕
けん

微
び

鏡
きょう

で観察し、
細胞分裂のいろいろな時期の細胞をスケッチしたものである。
⑴ 下線部㋐～㋓のうち、次の
①、②のようにするために行
った操作はどれか。それぞれ
記号で答えなさい。
① 細胞をはなれやすくする。
② 細胞どうしが重ならないようにする。
⑵ 図１のＡ～Ｆの細胞を、Ａを最初として分裂する順に並べ、記号で答えなさい。
⑶ 図２は、図１のＤと同じ時期の細胞のようすを、
染
せん

色
しょく

体
たい

が４対
つい

あるものとして模式的に表したもので
ある。図１のＢと同じ時期の細胞のようすはどのよ
うに表されるか。図２をもとに、図３にかきなさい。

⑷ タマネギの根はどのようにのびていくか、簡単に答えなさい。ただし、「細胞」というこ
とばを用いること。� （８点×５）

⑴ ① ② ⑵ Ａ→　　 → → → →

⑶ �図３にかく。⑷

2 図１は、５つになかま分けされた脊
せき

椎
つい

動物の進化のよう
すを模式的に表したものであり、Ａ～Ｄは鳥類、両生類、
魚類、は虫類のいずれかがあてはまる。次の問いに答えな
さい。
⑴ 図１のＢ、Ｄにあてはまる動物のなかまはそれぞれ何
類か。
⑵ 図１のＸの時期に起こった変化として考えられること
は何か。次のア～エから選び、記号で答えなさい。
ア 背骨をもつようになった。 イ 殻

から

のある卵をうむようになった。
ウ 成体が肺で呼吸するようになった。 エ 子を乳で育てるようになった。

まとめのテスト　標準

図１

A B C D E F

図２ 図３

染
色
体

図１

（脊椎動物の出現）

（現在）
哺
乳
類

A B C D

X
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生物 181

⑶ 図２は、シソチョウ（始祖鳥）の復元図である。シソチョウにつ
いて述べた次の文の（　　）の①、②にあてはまるものを、図１の
Ａ〜Ｄからそれぞれ選び、記号で答えなさい。
シソチョウは、図１のＡ〜Ｄのうち、２つのなかまの中間的な

特
とく

徴
ちょう

をもっている。シソチョウの特徴のうち、口に歯があること
は図１の（　①　）の特徴であり、前あしがつばさになっているこ
とは図１の（　②　）の特徴である。� （８点×５）

⑴ Ｂ Ｄ ⑵ ⑶ ① ②

3 菌
きん

類
るい

や細菌類のはたらきを調べるため、次の実験を行った。あとの問いに答えなさい。
〔実験〕　1　雑木林の落ち葉の下の土をふるいにかけて

ビーカーに入れ、図１のように水を入れてかき混ぜ、
しばらく放置して土がビーカーの底に沈

しず

むのを待っ
た。

2　ペットボトルを用意し、うすいデンプン溶
よう

液
えき

と実
験1の上ずみ液を同量入れて混ぜ合わせた。この液を試験管
に少量とり、ヨウ素液を数

すう

滴
てき

加えると、青
あお

紫
むらさき

色
いろ

に変化した。
このペットボトルに、図２のようにガラス管とゴム管のつい
たゴム栓

せん

でふたをし、ピンチコックでゴム管を閉じた。
3　実験2のペットボトルを３日間放置したあと、ペットボト
ル内の気体を石

せっ

灰
かい

水
すい

に通したところ、石灰水は白くにごった。
さらに、このペットボトル内の液を試験管に少量とり、ヨウ
素液を数滴加えたが、変化は見られなかった。

⑴ 次のア〜オのうち、菌類はどれか。すべて選び、記号で答えなさい。
ア コウジカビ イ 納

なっ

豆
とう

菌
きん

　　ウ ミズカビ エ シイタケ オ 乳酸菌
⑵ 雑木林には、落ち葉から始まる「食べる・食べられる」という生物どうしのつながりが見
られる。このような生物どうしのつながりを何というか。

⑶ ⑵の生物どうしのつながりを、「食べられる生物→食べる生物」として正しく表したもの
はどれか。次のア〜エから選び、記号で答えなさい。
ア 落ち葉→ミミズ→オサムシ イ カニムシ→トビムシ→ムカデ
ウ キノコ→バッタ→カマキリ エ アブラナ→クモ→カエル
⑷ 実験3で、ペットボトル内の液を試験管に少量とり、ベネジクト液を数滴加えて加熱す
ると、赤

せき

褐
かっ

色
しょく

の沈
ちん

殿
でん

ができた。この結果から、ペットボトル内の液の中にあった何という
物質が分解されたと考えられるか。� （５点×４）

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

図１

雑木林の
土と水

上ずみ液

図２

ガラス管

ゴム管
ピンチコック

ゴム栓

上ずみ液とう
すいデンプン
溶液を混ぜ合
わせた液

図２

まとめのテスト　標準

記述問題P.197
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生物 182

1 図は、カエルの発生のようすと、親Ａと子Ｃの体
たい

細
さい

胞
ぼう

の染
せん

色
しょく

体
たい

のようすを模式的に表した
ものである。あとの問いに答えなさい。ただし、図の体細胞の染色体の数は２としている。　

親A

親B

精子

卵

おたまじゃくし

子C
a b c

d e

胚

受精卵

⑴ のａ～ｅを、成長する順に並べたとき、２番目と４番目にくるものはどれか。そ
れぞれ記号で答えなさい。

⑵ 精子や卵
らん

ができるときに行われる特別な細胞分
ぶん

裂
れつ

を何というか。
⑶ ａの胚

はい

の大きさと、ａの胚をつくっている細胞１個の大きさは、受精卵と比べるとどう
なっているか。簡単に答えなさい。

⑷ 親Ａと子Ｃの体細胞の染色体が図のように表されるとき、親Ｂの体細胞の染色体は、ど
のように表されるか。考えられるものをすべてかきなさい。� （６点×４）

⑴
２番目 ４番目

⑵
⑷

⑶ 胚の大きさ 細胞１個
の大きさ

2 エンドウの種子の形がどのように遺伝するかを調べるため、次の実験を行った。あとの問
いに答えなさい。ただし、種子を丸くする遺伝子をＡ、しわにする遺伝子をａの記号で表す
ものとする。
〔実験１〕　丸い種子をつくる純系のエンドウと、しわのある種子をつくる純系のエンドウを
かけ合わせたところ、できた種子（子）はすべて丸い種子になった。

〔実験２〕　実験１で得られた丸い種子（子）をすべて育て、自家受粉させたところ、丸い種子
としわのある種子の両方（孫）ができた。
⑴ 実験１でできた種子（子）の遺伝子の組み合わせを、記号で表しなさい。
⑵ 実験２でできた種子（孫）のうち、丸い種子はおよそ何％と考えられるか。次のア～カか
ら選び、記号で答えなさい。
ア 25％ イ 33％ ウ 50％ エ 75％ オ 83％ カ 100％
⑶ 実験２でできた種子（孫）のうち、しわのある種子をすべてとり除き、丸い種子だけをす
べて育て、それぞれ自家受粉させると、丸い種子としわのある種子ができた。このとき、
丸い種子はおよそ何％と考えられるか。⑵のア～カから選び、記号で答えなさい。

⑷ 細胞の核
かく

の中の染色体に含
ふく

まれている、遺伝子の本体である物質を何というか。アルフ
ァベット３文字で答えなさい。

まとめのテスト　応用
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（６点×４）
⑴ ⑵ ⑶ ⑷

3 図は、生態系における炭素の流れを示そう
としたものである。次の問いに答えなさい。
⑴ 図のａ～ｅの矢印のうち、有機物に含ま
れる炭素の流れを表しているものはどれか。
すべて選び、記号で答えなさい。
⑵ 植物は、生態系における役割から何とよばれているか。
⑶ 図の植物、草食動物、肉食動物の数量のつり合いが保たれているとき、何らかの原因で
草食動物の数量が増えると、植物、肉食動物の数量は一時的にどうなるか。
⑷ 図には、炭素の流れを表す矢印が１本たりない。その矢印を、図にかき入れなさい。
⑸ 下水処理場では、下水に菌

きん

類
るい

や細菌類を含んだ泥
どろ

を加え、人工的に空気を送りこんで水
の浄

じょう

化
か

を行っている。下線部の方法で水を浄化するのはなぜか。菌類や細菌類のはたらき
から考えて、簡単に答えなさい。� （６点×６）

4 図は、1898年から2024年までの、日本の年平均気
温からの差を折れ線で表し、その長期的な傾

けい

向
こう

を直
線で表したものである。図のように、日本の年平均
気温は少しずつ上

じょう

昇
しょう

しており、地球温暖化が進行し
ていると考えられる。次の問いに答えなさい。
⑴ 図から、日本の年平均気温は1900年から2020年
の間で約何℃上昇したといえるか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。
ア 0.7℃ イ 1.0℃ ウ 1.3℃ エ 1.7℃
⑵ 植物の光合成によるはたらきは、地球温暖化対策にも役立つとされており、植林によっ
て森林を増やすことで、大気中の二酸化炭素を減少させる効果が期待されている。家庭１
世帯から１年間に排

はい

出
しゅつ

される二酸化炭素を１年間で吸収するためには、何本の木が必要と
なるか。ただし、家庭１世帯からの二酸化炭素排出量を年間5370kgとし、葉は１m2あた
り平均して年間3.5kgの二酸化炭素を光合成で吸収し、年間0.9kgの二酸化炭素を呼吸で排
出しているものとする。また、木１本の葉の総面積を150ｍ2とし、木１本の葉以外の器官
から呼吸によって排出される二酸化炭素の量を年間380kgとする。

（８点×２）
⑴ ⑵

⑴ ⑵ ⑶
植物 肉食動物

⑷ 図にかく。 ⑸

〔年〕
203020202010200019901980197019601950194019301920191019001890

2.0
1.5
1.0
0.5
0.0
－0.5
－1.0
－1.5
－2.0

年
平
均
気
温
か
ら
の
差〔
℃
〕

二酸化炭素

菌類・細菌類

a b c
d

e
植物 草食動物 肉食動物

はいしゅつぶつ

生物の死がいや排出物

まとめのテスト　応用
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 Ａ DNAの構造
⑴ DNAの単位　DNA（デオキシリボ核酸）は、遺伝子の本体であ
り、リン酸、糖、塩基が結びついたヌクレオチドという単位から
できている。DNAの塩基には、アデニン（Ａ）、チミン（Ｔ）、グ
アニン（Ｇ）、シトシン（Ｃ）の４種類がある。
⑵ DNAの構造　DNAは２本
のヌクレオチドの鎖からなり、
内側につき出た塩基の部分で
互いに結合した、二重らせん
構造をしている。
⑶ 塩基対と相補性　塩基どう
しが対になったものを塩基対
といい、DNAの塩基はＡとＴ、

　ＧとＣが結合する性質がある。
この性質を相補性という。また、DNAの鎖の塩基の並び方を塩基配列という。塩基には相
補性があるため、一方の鎖の塩基配列が決まれば、もう一方の鎖の塩基配列も決まる。
⑷ 染色体　体細胞には同じ大きさと形の染色体が一対ずつある。この対となる染色体を相同
染色体といい、１組は母親から、もう１組は父親から受けついだものである。

 Ｂ DNAの複製と細胞周期
⑴ DNAの複製　もとのDNAとまった
く同じ塩基配列をもつDNAが合成され
ることを複製という。体細胞が分裂す
る前に、染色体の中にあるDNAの量は
複製により２倍になり、新しくできた
２つの細胞に同じDNAが分配される。
⑵ 細胞周期　細胞分裂が終了してから、
再び次の分裂が終了するまでの過程を
細胞周期という。DNAが複製される
とき、複製の準備を行うG1期（DNA合
成準備期）を経て、S期（DNA合成期）
に行われる。その後、G2期（分裂準備
期）を経て、M期（分裂期）で細胞分裂
が行われる。なお、G1期、S期、G2期
をまとめて間期という。

TA

CG
GC

T
A

A
T

C
G

G
C

TA
AT
CG
GC

TA
AT

CG

GC染色体

細胞

●染色体とDNAの二重らせん構造

二重らせん
構造

AとT、
GとC
が結び
つく。

細胞周期

●細胞周期

分裂期間期

複製が行われ、
染色体（DNA）の
数が２倍になる。

染色体が分かれて
別々の細胞に入り、
もとの数に戻る。

前期

終期

中期

後期

分裂期
（娘細胞）

間期間期
M期G2期G1期 G1期

2

1

0

D
N
A
量（
相
対
値
）

●細胞あたりのDNA数の変化

S期

高校へのアクセス⑦

●ヌクレオチドの基本構造

ヌクレオチド

リン酸

糖 塩基
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A-1 体細胞には、同じ大きさと形の染色体が一対ずつある。染色体
に含まれるDNAは、図のえのようなものが集まってできている。
次の問いに答えなさい。ただし、うにはいくつかの種類がある。
□⑴　あ～うは何という物質か。また、DNAの単位となるえを何というか。
あ（ 　　　　　　　） い（ 　　　　　　　） う（ ） え（ ）

□⑵　DNAには、うは４種類ある。その名称をすべて答えなさい。
（ ）

A-2 図は、ある遺伝子について、２本の
DNAの鎖の塩基配列の一部を示したも
のである。次の問いに答えなさい。
□⑴　DNAは、図のような２本の鎖が塩
基の部分で互いに結合し、全体的にねじれた構造をしている。このようなDNAの構造を
何というか。� （ ）

□⑵　成人の１つの細胞内に存在する、すべての塩基数が120億個であったとき、１つの細胞
にはおよそ何ｍのDNAが含まれていることになるか。小数第１位を四捨五入して答えな
さい。ただし、図のＸの長さを100万分の0.34mmとする。� （ ）

□⑶　表は、図のDNAの塩基の個数
の関係について、２本鎖全体、
上側の１本鎖、上側と対をなす
下側の１本鎖それぞれの、全塩
基数に占める各塩基数の割合をまとめたものである。表のａ～ｅにあてはまる値をそれぞれ
答えなさい。� ａ（　　　　）　ｂ（　　　　）　ｃ（　　　　）　ｄ（　　　　）　ｅ（　　　　）

B-1 ある生物でさかんに細胞分裂をしている
場所の細胞400個を顕微鏡で観察したところ、
図のａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅの細胞がそれぞれ
300個、56個、30個、６個、８個見られた。
次の問いに答えなさい。
□⑴　図のａでは、核内でどのようなことが行われているか。 （ ）
□⑵　図のａ～ｅから分裂期の細胞をすべて選び、細胞分裂の順に並べなさい。

（ ）
□⑶　各時期の細胞の数は、それぞれの時期にかかる時間を反映している。１回の細胞周期に
要する時間を100分とすると、この生物の細胞周期におけるｂ、ｃ、ｄの時期に要する時
間は何分何秒か。�ｂ（ ）　ｃ（ ）　ｄ（ ）

T

A

T

A

T

A

A

T

A

T

X

A

T

A

T

T

A

T

A

C

G

G

C

G

C

C

G

C

G

Ａ〔％〕Ｇ〔％〕Ｃ〔％〕Ｔ〔％〕全塩基数〔％〕

２本鎖全体 ａ ｂ ｂ 22 100

上側の１本鎖 ６ ｃ ｄ ｅ 100

下側の１本鎖 ｅ ｄ 41 ６ 100

a b c d e

トレーニング問題
高校へのアクセス⑦

あ
い う

え

映像
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記述問題
１章　生物の観察と分類

□⑴　手に持った観察物をルーペで観察するとき、どのようにしてピントを合わせるか。ルー
ペや観察物の持ち方や動かし方がわかるように答えなさい。

□⑵　被子植物では、受粉後、めしべにどのような変化が生じるか。めしべのつくりの名称を
２つあげて答えなさい。

□⑶　裸子植物とはどのような植物か。被子植物とのちがいがわかるように答えなさい。

□⑷　双子葉類と単子葉類の葉脈には、どのようなちがいがあるか。

□⑸　シダ植物とコケ植物の体を観察し、分類を行った。シダ植物だけに見られる体の特徴を
答えなさい。

□⑹　カエルは幼生と成体で呼吸のしかたが異なる。それぞれの呼吸のしかたを、生活場所を
ふまえて答えなさい。

□⑺　シマウマなどの草食動物の目は、肉食動物とは異なり、横向きについている。これは、
草食動物が生活するうえでどのようなことに役立っているか。

□⑻　ウサギやサルなどの哺乳類の子のうまれ方は、ほかの動物とは異なる。哺乳類の子のう
まれ方の特徴を答えなさい。

□⑼　バッタやカニなどの節足動物は、体表やあしにどのような特徴があるか。

記
述
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生物 198

※ アクセス は、高校へのアクセスの知識が必要な問題です。

1 アクセス② 　生物の多様性と生態系　日本列島の森林に関する次の文章中の ア ・ イ

に入る語句の組み合わせとしてもっとも適当なものを、あとの 1～ 6のうちから一つ選べ。
　　日本列島には複数の森林のバイオームが見られ、その分布はおもに ア により決まる。
森林限界が見られる標高は、北海道では本州中部地方 イ 。
　 ア イ ア イ

1 年降水量 より低い 4 年平均気温 より低い

2 年降水量 と変わらない 5 年平均気温 と変わらない

3 年降水量 より高い 6 年平均気温 より高い

2 細胞のつくりとはたらき　次の文章を読み、あとの問いに答えなさい。
　　父が高校生のときに使ったらしい生物の授業用プリント類が、押し入れから出てきた。「懐
かしいなぁ。⒜カビやバイ菌って、原核生物だったっけ。」とプリントを見ながら、父が不確
かなことを言い出した。私は、一抹の不安を抱きながら何枚かのプリントを見てみたところ、
そこには……。
⑴　下線部⒜に関連して、原核生物ではない生物としてもっとも適当なものを、次の 1～ 4
のうちから一つ選べ。
1　酵母菌（酵母）　　
2　乳酸菌　　
3　大腸菌　　
4　肺炎双球菌（肺炎球菌）

⑵　右の図は、提出されなかった宿題プ
リントのようである。そのプリント内
の解答欄ⓐ～ⓓの書きこみのうち、間
違っているのは何か所か。あてはまる
数値としてもっとも適当なものを、次
の 1～ 5のうちから一つ選べ。

　　 1　０　　 2　１　　 3　２
　　 4　３　　 5　４

�
1 1   2   3   4   5   6 （８点×３）

2 ⑴ 1   2   3   4 ⑵ 1   2   3   4   5

次回の授業までに、生物実験準備室前の宿題提出箱に提出すること

名前年　  組　  番

←光合成を行い、独自のDNAをもつ
←呼吸を行い、独自のDNAをもつ
←外部との仕切り
←分裂して増える

葉緑体
シアノバクテリア

細胞壁
DNA

解答欄

生物の共通性：
　DNA、細胞、代謝、恒常性

ⓓ
ⓒ
ⓑ
ⓐ

●ⓓ

●ⓒ

●ⓑ

核

植
物
細
胞

動
物
細
胞

真核生物原核生物

生物のからだの基本単位は、
ⓐである

図中のⓐ～ⓓに入る語を、
下の解答欄内に記入しなさい宿題（生物）

共通テストにチャレンジ

巻

　末
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